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• GSJのデータ統合
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• 今後の課題
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地質調査総合センター（GSJ）

GSJの成果発信・データベース整備体制

GSJの公開データベース
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https://www.gsj.jp/researches/geodb/

GSJの公開データベース

GSJの公開データベース



データ配信

 GSJのウェブサイトで発信する情報は、原則として二次利用可能

政府標準利用規約（第2.0版）

GSJの公開データベース

APIダウンロード 地図配信



現状

個別テーマデータベース
• テーマごとに独立
• テーマに特化した専門家向けのツール
• データ＋可視化、解析処理など

データの相互利用のために

データ配信
• ウェブサイトのコンテンツとして掲載
• 機械可読なメタデータの整備が不十分
• 個別のデータ提示にとどまる

さらなる活用、相互利用を目指すには・・・



FAIR原則：Findable（見つけられる）、Accessible（アクセスできる）、

Interoperable（相互運用できる）、Reusable（再利用できる）

To be Findable: (見つけられるために)
F1. （メタ）データが、グローバルに一意で永続的な識別子（ID）を有すること。
F2. データがメタデータによって十分に記述されていること。
F3. （メタ）データが検索可能なリソースとして、登録もしくはインデックス化されていること。
F4. メタデータが、データの識別子（ID）を明記していること。

To be Accessible: (アクセスできるために)
A1. 標準化された通信プロトコルを使って、（メタ）データを識別子（ID）により入手できること。
A1.1 そのプロトコルは公開されており、無料で、実装に制限が無いこと。
A1.2 そのプロトコルは必要な場合は、認証や権限付与の方法を提供できること。
A2. データが利用不可能となったとしても、メタデータにはアクセスできること。

To be Interoperable: (相互運用できるために)
I1. （メタ）データの知識表現のため、形式が定まっていて、到達可能であり、共有されていて、広く

適用可能な記述言語を使うこと。
I2. （メタ）データがFAIR原則に従う語彙を使っていること。
I3. （メタ）データは、他の（メタ）データへの特定可能な参照情報を含んでいること。

To be Re-usable: (再利用できるために)
R1. メタ（データ）が、正確な関連属性を豊富に持つこと。
R1.1 （メタ）データが、明確でアクセス可能なデータ利用ライセンスと共に公開されていること。
R1.2 （メタ）データが、その来歴と繋がっていること。
R1.3 （メタ）データが、分野ごとのコミュニティの標準を満たすこと。

https://biosciencedbc.jp/about-us/report/fair-principle/ より

データの相互利用のために



現在までの取り組み状況

Linked Open Data (LOD)の整備 （2016～）
• 地質文献DBのResource Description Framework(RDF)化から

整備を開始
• 地質標本、第四紀火山、地質図などのRDF化に
• データの相互リンク
• データ配信、検索APIの公開（ウェブサイト：GSJ LD）

GSJのデータ統合

リソース化
• DBの個別データにグローバルに一意な識別子(Uniform Resource Identifier: 

URI)を付与
• メタデータをできるだけ標準的な語彙で記述(RDF)
• ユーザの必要とする形式でデータ提供(rdf, json, html等の形式)

統合
• 異なるDBの（メタ）データを相互にリンク



https://gbank.gsj.jp/ld/

GSJのLinked Data公開サイト

GSJのデータ統合

• 個別テーマDBからのインポート
• 標準的な語彙を使用してRDF化
• コンテントネゴシエーションによるRDFの出力
• 検索・表示機能作成

https://gbank.gsj.jp/ld/


個別テーマDBからのインポート

GSJのLOD整備にあたっての要件：
• 研究グループのテーマDBの整備体制に影響を与えないこと

GSJのデータ統合

• 個別テーマDBに合わせたインポートプログラムの作成
状況は様々
（DBテーブルから・DBサイトでIDを持つもの・HTMLから取得、など）
現状、テーマごとの対応が必要

• 定期的にデータを同期



地質文献をハブにして個別テーマDBのリソースをリンク

NDL
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CiNii 今後、順次データを追加

地質文献
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GSJ LDの内容

データ内容

GSJのデータ統合



地質図 例
GSJのデータ統合



文献 地質図

火山

活断層

標本

HTML表示の例

GSJのデータ統合



リクエストに応じたリソースの出力

HTML
RDF

JSON

GSJのデータ統合



SPARQLエンドポイント
（試験中）

データを活用しやすく

GSJのデータ統合



GSJのLODの利用例



https://gbank.gsj.jp/musee/

Musee: 標本データベース

地質標本データの閲覧

GSJのLODの利用例



標本DB

鉱物DB

文献DB

画像DB

GSJのLODの利用例



(1) 標本DB_検索API

(2) 標本データ(RDF)

(3) 鉱物データ(RDF)

(4) 文献データ(RDF)

(6) 画像DB_API

(5) 画像データ(RDF)

標本DB RDF 標本DB

標本DB検索 API

鉱物データ RDF

鉱物DB

文献DB RDF

文献DB

画像DB API

画像DB RDF 画像DB

GSJのLODの利用例



Strata: 地層名検索
地層名データのRDF化と相互リンクの試行

GSJのLODの利用例



GSJのLODの利用例





今後の課題

オントロジー
• GeoSciMLの活用

データの永続性
• データリポジトリの導入、DOI付与

データの登録管理
• 事務職員でも使える登録管理アプリケーション
• データキュレーターの確保・育成
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